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Table 1 右上葉，左上葉，右中葉の比較
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は じ め に

右肺は 3葉で，左肺は 2葉であり，かつ right

isomerismや left isomerismと言う真の対称肺が存在

するにも関わらず，20世紀の医学書には，右上葉に

相当するのは左上区であり，右中葉に相当するのは左

舌区であると記載されてきた．しかし，このような左

右の対応関係は，種々の矛盾を孕んでいるのは明白で

あるにも関わらず，これまでは十分に検討されること

はなかった．ところが，哺乳類の比較解剖学的検討に

よる中久喜説1)を取り入れれば，数々の矛盾を解消で

きることが分かった．今回は，解剖学的な面と，臨床

的な面から，哺乳類の一種であるヒトへの中久喜説の

拡張について検討した．

目 的

20世紀の医学書に記載されてきた肺の対称性より

も，さらに合理的な肺の対称性の解釈の提案．

対象・方法

CTと気管支鏡を施行した300例について，Table 1

の11項目について検討した．

結 果

Right isomerismと left isomerismを除けば，Ta-

ble 1の11項目全てにおいて，右上葉と左上葉には差

異があり，右中葉と左上葉が類似していた．

考 察

肺葉単位での左右の対称性については，Table 1の

11項目の検討で右上葉と左上葉には差異があり，左

上葉と右中葉が類似していることが明らかになった．

右上葉切除後は，右肺は左と同様に 2葉になり，右

肺門部が挙上し，左右対称となる．これは人工的な

left isomerismであり，当然の帰結である．この一事

をみても，右上葉に相当する肺葉は，左に存在しない

構造であることが分かる．

従来の医学書に記載されてきたように，右上葉が左

上区に，右中葉が左舌区に相当すると考えると，左右

差は一層大きくなる．例えば，肺の最も基本的な解剖

学的要素である気管支の分岐形式を考えても，左には
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右中間幹に相当する気管支は存在せず，左主気管支が

上下葉支に分岐し，さらに上葉支が上区域支と舌区域

支に分岐する．左上区や舌区の単独切除が行われるこ

とは希で，単独の無気肺も希であり，臨床的に左上区

と舌区を分ける意義は少ない．右上中葉間には高頻度

に minor ˆssureが存在するが，左上区舌区間には稀

に accessory ˆssureが存在するのみである．これら

の面からも，右上葉と左上区を対応付けるには無理が

ある．

右では時に中葉症候群と呼ばれる慢性炎症が中葉に

起こり，しばしば左舌区にも同様の炎症性変化が同時

に起こることがある．これは，左舌区は左上葉の一部

であり，左上葉と右中葉が類似することと矛盾するも

のではない．むしろ，左上葉と右中葉の類似性を，臨

床疾患も支持していると考えられる．

稀に右上葉支が気管から直接分岐することがある

が，上記の検討結果と矛盾するものではない．一部の

学説では，左上葉は右上葉と中葉に相当するものが融

合して一つになったものであるとしているが，正常肺

では左上区域支が舌区域支と別分岐になっていたと報

告された例は，寡聞にして筆者は知らない．これは，

解剖学的な variationの観点から考えれば，理解しが

たい現象である．

今回の検討では右上葉と左上葉には差異があり，右

中葉と左上葉に類似性があり，左には右上葉に相当す

る構造物がないと考えるのがより合理的であることが

明らかとなった．この様な考え方は，1880年に

Aeby2)が提唱し，19世紀中に否定されたが，1975年

に中久喜が哺乳類の比較解剖学的見地から類似の学説

を提唱した．今回の検討結果は，中久喜説が哺乳類の

一種であるヒトにも当てはまることを確認したもので

ある．

結 語

肺の対称性については，従来の医学書とは異なった

視点での解釈が可能である．
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More reasonable clinical interpretation of symmetry in human lung than in any 20th century medical textbook
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Nakakuki's hypothesis of mammalian lungs, whereby the left upper lobe corresponds to the right middle lobe and there is no upper
lobe bronchi in the left lung, is a more reasonable anatomical and clinical interpretation of the symmetry of the human lung than that
stated in any 20th century medical textbook.
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